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特集中国は今 教会成長と聖書頒布の実状を探る



ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
住
ん
で
い
た
ハ
ラ
ン
の
地
で

す
。
聖
書
に
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
下
流
の
町

ウ
ル
か
ら
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
一
説
に
よ
れ
ば
彼
は
こ
こ
で
生
ま
れ

育
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
干
し
煉
瓦
と
泥
で
塗
り
固
め
た
、
と
ん
が

り
帽
子
型
の
家
に
住
ん
で
い
る
村
人
は
、
夏
は

涼
し
く
冬
は
暖
か
い
と
胸
を
張
り
ま
す
。
中
に

入
る
と
天
井
が
高
く
、
意
外
に
ひ
ん
や
り
感
じ

ま
す
。
乾
季
に
入
っ
た
六
月
初
旬
、
こ
の
家
に

泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

庭
に
作
ら
れ
た
高
床
式
の
大
き
な
ベ
ッ
ド
に
布

団
を
敷
い
て
く
れ
た
の
で
す
。
見
る
と
、
ど
の

家
の
庭
に
も
同
じ
ベ
ッ
ド
が
見
ら
れ
ま
す
。
満

天
の
星
に
包
ま
れ
、
宇
宙
を
漂
う
よ
う
な
気
分

に
浸
り
つ
つ
夢
路
を
た
ど
り
ま
し
た
。

ハ
ラ
ン
に
は
、
月
や
星
々
の
神
を
礼
拝
す
る

シ
ン
の
主
神
殿
が
あ
り
、
通
商
の
交
差
点
と
し

て
も
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
信
仰
に
よ
っ
て
ア

ブ
ラ
ハ
ム
は
、
行
き
先
も
知
ら
ず
、
神
の
示
し

に
従
っ
て
ハ
ラ
ン
を
旅
立
ち
、
約
束
の
地
に
向

か
い
ま
し
た
。

「
あ
な
た
を
豊
か
に
祝
福
し
、
あ
な
た
の
子

孫
を
天
の
星
の
よ
う
に
、
海
辺
の
砂
の
よ
う
に

増
や
そ
う
。」（
創
世
記
二
二
章
一
七
節
）

The World of the Bible “As the stars in the sky” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama
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特
集中

国
は
今

教
会
成
長
と
聖
書
頒
布
の
実
状
を
探
る

エ
ッ
セ
ー

森
　
祐
理

マ
リ
ア
福
音
姉
妹
会
に
て

14

巻 頭 聖 句

異邦人の使徒パウロの有名なことばです。

カトリック信者になってまだ間もない若いときのことでした。

「キリストの苦しみの欠けたところ」とはどういう意味だろうと理解に苦しみ、

所属教会のドミニコ会司祭に質問しました。

さすが説教者の会であるドミニコ会士、熱心に説明してくれました。

そのとき頭で理解しながら、今ひとつ心では納得できかねた、という記憶が残っています。

あのときから40年がたちました。いろいろな人の苦しみを知り、

また自分自身も何度も苦しみの体験を繰り返して、この聖句を思い出してきました。

もしかしてわたしたちの苦しみは、パウロの言うこの苦しみに通うものだろうか、と考えたりします。

実際、「キリストの体である教会のために」わたしたちが耐え忍ぶべき苦しみの部分があるのです。

それはわたしが担当する部分なのです。そう思いながら

協力者たちと一緒に、今日も与えられた自分の務めに取り組んでおります。

今やわたしは、あなたがたのために苦しむことを喜びとし、
キリストの体である教会のために、

キリストの苦しみの欠けたところを身をもって満たしています。
（コロサイの信徒への手紙　1章24節）

聖
書
セ
ミ
ナ
ー
特
別
講
演
会
　
守
屋
彰
夫

秦
剛
平
先
生
、
村
岡
崇
光
先
生
講
演
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旨
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中
部
地
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の
活
動
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ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
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戸
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ル
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ハ
ウ
ス
の
近
況

E
メ
ー
ル

渡
部

信

岡田武夫

カトリック東京大司教

表紙の言葉
ロシアの冬は長く寒い。クリ
スマスは1月7日。大晦日には
マロースじいさん（サンタク
ロース。マロースは厳しい寒
さ）と雪娘が贈り物を届けに
来るお祭りがあります。そし
てマースレニツァ祭り（2～3
月）には、わら人形を焼き、
太陽を象徴した丸いクレープ
を食べ、冬を送り、春を迎え
ます。（絵=月本佳代美）
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鎖
国
か
ら
植
民
地
へ

一
九
世
紀
半
ば
、
中
国
も
清
王
朝
末
期
に
は
、
朝
鮮
、

日
本
と
と
も
に
鎖
国
下
に
あ
っ
た
。
世
界
の
覇
権
を
握

り
つ
つ
あ
っ
た
英
国
は
、
貿
易
拡
大
を
目
指
し
、
イ
ン

ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
、
そ
こ
で
栽
培
さ
れ
た

ア
ヘ
ン
を
中
国
に
大
量
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
一

八
四
〇
年
に
ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
発
。
英
国
に
敗
れ
た
中

国
は
、
南
京
条
約
に
よ
っ
て
香
港
を
失
い
、
五
港
開
場

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
や
カ

ー
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
な
ど
、
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
宣
教
師
が
中
国
伝
道
に
送
り
出
さ
れ
た
。
彼
ら
は
医

療
や
教
育
な
ど
社
会
福
祉
事
業
に
携
わ
り
つ
つ
、
中
国

語
聖
書
の
翻
訳
と
頒
布
を
し
て
中
国
伝
道
に
尽
力
し

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
同
様
に
、
医
療
事
業
を
は
じ

め
、
孤
児
院
や
養
老
院
な
ど
を
奥
地
に
ま
で
設
立
し
、

徐
々
に
キ
リ
ス
ト
教
は
中
国
に
根
を
下
ろ
し
浸
透
し
て

い
く
。

し
か
し
一
九
〇
〇
年
に
は
義
和
団
事
件
（
北
清
事
変
）

が
起
こ
り
、「
キ
リ
ス
ト
教
は
植
民
地
支
配
の
手
先
だ
」

と
、
民
衆
に
よ
る
外
国
人
排
撃
運
動
の
中
、
外
国
公
使

館
、
鉄
道
や
教
会
が
標
的
と
な
っ
た
。
こ
の
暴
動
は
日

本
な
ど
八
カ
国
の
軍
隊
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
か
え
っ

て
中
国
の
被
植
民
地
化
が
進
む
結
果
と
な
っ
た
。

日
本
支
配
か
ら
共
産
国
家
建
国
へ

日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
は
、
中
国
、
朝
鮮
を
含

む
東
ア
ジ
ア
全
域
で
植
民
地
支
配
を
推
し
進
め
た
。
一

九
三
七
年
に
北
京
郊
外
で
起
こ
っ
た
廬
溝
橋
事
件
を
発

広大な国土と13億人もの人口、そして経済成長率9％と、
いまやアジア経済の中心となった中国。クリスチャン人口
は推定6000万人で、アジア最大と言われる。今回は、こ
の中国における教会成長と、それに寄与している聖書頒布
の実状についてスポットを当てる。

中国は今
教会成長と聖書頒布の実状を探る

端
に
日
中
戦
争
と
な
り
、
以
来
、
中
国
は
全
土
が
戦
場

と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
の
日
本
の
無
条
件
降

伏
に
よ
り
、
一
世
紀
ぶ
り
に
中
国
は
外
国
の
支
配
か
ら

解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
中
国
本
土
で
は
、
毛
沢
東
を
指
導
者
と
す

る
共
産
党
が
一
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
を
樹
立
。

対
し
て
、
共
産
党
に
敗
れ
て
台
湾
に
逃
れ
た
蒋
介
石
に

よ
る
国
民
党
政
府
は
、
中
華
民
国
を
名
乗
る
。
こ
う
し

て
中
国
は
事
実
上
の
分
断
国
家
と
し
て
、
二
つ
の
政
治

体
制
が
半
世
紀
を
経
た
今
も
な
お
、
緊
張
を
は
ら
ん
だ

ま
ま
継
続
し
て
い
る
。

文
化
革
命
期
の
教
会
と
中
国
聖
書
協
会

建
国
当
初
、
中
国
共
産
党
は
無
神
論
政
策
を
と
る
と

と
も
に
、
か
つ
て
欧
州
列
強
に
蹂
躙
さ
れ
た
苦
い
経
験

か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
厳
し
い
迫
害
を
行
っ
た
。

一
九
六
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
共
産
党
内
部
の
権
力
闘
争

に
端
を
発
す
る
文
化
革
命
時
期
に
は
、
伝
統
文
化
や
知

識
人
、
官
僚
が
弾
圧
さ
れ
、
極
端
な
宗
教
排
撃
に
よ
り
、

教
会
堂
は
没
収
さ
れ
、
聖
書
は
焼
か
れ
、
宣
教
師
は
投

獄
・
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
、
各
地
で
数
百
万
か
ら

二
千
万
も
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
暗
黒
の
時
代
に
信
徒
た
ち
は
地
方
に
散
ら
ば

り
、
自
宅
で
密
か
に
礼
拝
を
行
い
な
が
ら
信
仰
を
堅
く

守
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
中
国
聖
書
協
会
の
本
部
は
、
中
国
建
国
前
の

一
九
三
九
年
か
ら
置
か
れ
、
一
九
五
九
年
ま
で
の
二
十

年
間
、
聖
書
頒
布
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
四
九
年
に
共
産
党
が
政
権
を
握
っ
た
の

を
機
に
活
動
が
制
限
さ
れ
、
つ
い
に
閉
鎖
に
追
い
込
ま

特集

編集部
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れ
た
。
こ
う
し
て
聖
書
普
及
活
動
も
、
一
九
七
九
年
に

教
会
の
扉
が
開
か
れ
る
ま
で
、
事
実
上
、
完
全
に
停
止

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
聖
書
協
会
世
界
連
盟

（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
は
、
英
国
統
治
下
に
あ
っ
た
香
港
に
香
港
聖

書
協
会
を
設
立
し
て
、
中
国
語
聖
書
の
頒
布
活
動
の
拠

点
と
し
た
。

三
自
愛
国
運
動
と
中
国
基
督
教
協
会

一
九
七
六
年
に
毛
沢
東
が
死
去
す
る
と
、

が

指
導
者
と
な
り
、
改
革
解
放
の
時
代
を
迎
え
た
。
政
府

監
督
の
も
と
、
礼
拝
な
ど
教
会
の
活
動
は
保
証
さ
れ
た

が
、
政
府
登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
登
録
教
会
は
、

自
主
、
自
立
、
自
養
を
三
本
柱
に
、
海
外
か
ら
の
人

的
・
資
金
的
援
助
を
受
け
な
い
こ
と
を
規
約
と
し
、
唯

一
の
教
会
連
合
体
と
し
て
中
国
基
督
教
協
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）

を
組
織
し
た
。
そ
の
た
め
、
全
教
派
は
統
合
さ
れ
た
が
、

各
教
会
の
過
去
の
伝
統
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

三
自
愛
国
運
動
の
も
と
で
は
、
教
会
、
教
職
、
聖
書

は
す
べ
て
国
内
で
賄
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
中
国
人
自
ら
の
手
で
教
会
を
運
営
し
、
経
済
的
に

も
自
立
し
、
教
職
者
を
育
成
す
る
と
い
う
原
則
論
が
堅

持
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
、
こ
の
原
則
論
を
維
持
す

る
た
め
の
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
（
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
の
両

立
て
で
、
中
国
教
会
は
再
開
を
果
た
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
宗
教
活
動
の
原
則
論
に
よ
る
制
限
は
あ
る
も
の

の
、
個
人
の
信
教
の
自
由
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
九
八
〇
年
当
時
、
百
万
人
と
言
わ
れ
た
中

国
国
内
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
お
よ
そ
二
十
五
年
間
で

目
覚
し
く
増
加
し
、
公
認
教
会
数
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

文化革命期に焼かれた聖書
／提供　 UBS

文革期の紅衛兵
／提供　 UBS

農村の教会に届けられた聖書／提供 UBS

バイブル・バンに
積み込まれる聖書
／提供　 UBS

聖書の配送拠点 ／提供 CCC

テーマ別の小冊子／提供 UBS
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教
会
学
校
が
一
部
で
開
か
れ
、
子
供
用
聖
書
の
印
刷
も

よ
う
や
く
許
可
さ
れ
た
。
ま
た
、
外
国
人
牧
師
に
よ
る

礼
拝
説
教
も
黙
認
さ
れ
始
め
た
。
二
〇
〇
四
年
の
時
点

で
、
上
海
市
の
信
徒
増
加
率
は
年
五
％
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。

「
家
の
教
会
」

一
方
、
政
府
登
録
を
し
て
い
な
い
教
会
も
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
る
。
推
定
で
も
二
、
三
千
万
人
の
信
徒

が
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
確
か
な
数
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。

非
公
認
の
教
会
は
「
家
の
教
会
」「
地
下
教
会
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
格
上
、
二
種
類
に
分
類
さ

れ
る
。
責
任
者
と
し
て
の
牧
師
、
会
計
報
告
者
、
適
切

な
礼
拝
場
所
を
持
て
ず
、
登
録
条
件
を
満
た
し
て
い
な

い
群
れ
と
、
中
国
政
府
の
原
則
論
に
抵
抗
し
、
登
録
を

拒
否
し
て
い
る
家
の
教
会
と
で
あ
る
。
特
に
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
、
総
本
山
で
あ
る
バ
チ
カ
ン
と
の
関
係
か
ら
、

半
数
が
原
則
論
に
反
対
し
て
地
下
教
会
と
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。

中
国
政
府
は
外
国
の
干
渉
を
排
す
る
立
場
を
と
り
、

宣
教
師
の
活
動
や
聖
書
な
ど
の
印
刷
文
書
の
持
ち
込
み

を
厳
し
く
禁
じ
て
い
る
。
特
に
登
録
を
拒
否
し
て
い
る

教
会
は
、
政
府
の
原
則
論
を
逸
脱
す
る
非
合
法
な
も
の

と
し
て
、
集
会
の
禁
止
、
教
会
の
閉
鎖
、
関
係
者
の
逮

捕
、
投
獄
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

地
下
教
会
の
た
め
に
危
険
を
冒
し
て
聖
書
や
伝
道
文

書
の
持
ち
込
み
も
な
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
中
国

語
聖
書
が
公
認
教
会
の
購
買
部
で
お
よ
そ
十
三
元
（
約

百
七
十
円
）
で
、
住
所
氏
名
な
ど
を
明
か
す
こ
と
な
く
、

個
人
で
自
由
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
今
な
お
続
く
聖
書
の
密
輸
が
か
え
っ
て
混
乱
を
招

い
て
い
る
面
が
出
て
き
て
い
る
。

愛
徳
印
刷
所
の
設
立
と
聖
書
頒
布

文
化
革
命
終
了
後
、
一
九
八
〇
年
か
ら
、
信
徒
数
の

爆
発
的
な
伸
び
に
伴
い
、
聖
書
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
北
京
の
元
中
国
聖
書

協
会
事
務
所
の
屋
根
裏
部
屋
か
ら
、
焼
か
れ
な
い
ま
ま

の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
加
盟
教
会
で
約
五
万
に
の
ぼ
る
。
別
の
宗
教

と
見
な
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
（
天
主
教
会
）
を
合

わ
せ
る
と
、
信
徒
数
は
統
計
上
二
千
五
百
万
人
を
数
え

る
。政

府
機
関
で
あ
る
国
家
宗
教
事
務
局
も
、
徐
々
に
宗

教
政
策
を
ゆ
る
め
始
め
、
か
つ
て
没
収
さ
れ
た
教
会
堂

が
返
還
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
認
教
会
で
の
礼
拝

は
現
在
、
会
堂
に
人
が
あ
ふ
れ
て
活
気
が
あ
る
。
上
海

市
な
ど
で
は
、
従
来
禁
じ
ら
れ
て
い
た
子
供
の
た
め
の

聖書印刷三千万冊完成記念　2002年12月／提供　 UBS

愛徳印刷所の製本
ライン
／提供　 UBS

愛徳印刷所での聖書製作数の推移／提供　 UBS
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聖
書
は
旧
新
約
六
十
六
巻
の
揃
っ
た
完
全
な
も
の
で
あ

り
、
一
部
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ダ
ニ
エ
ル
書
や
黙

示
録
の
除
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
現
在
は
、
中

国
語
だ
け
で
な
く
、
輸
出
用
の
各
国
語
聖
書
や
分
冊
、

選
集
か
ら
、
点
字
聖
書
や
カ
セ
ッ
ト
、「
ジ
ー
ザ
ス
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
絵
本
聖
書
ま
で
、
多
く
の
種
類
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
。

愛
徳
印
刷
所
に
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、

適
正
な
運
用
を
見
定
め
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
職
員
は

二
百
五
十
名
、
聖
書
の
頒
布
数
は
十
五
年
間
で
実
に
三

千
五
百
万
冊
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
末
推
定
）
に
達
す

る
規
模
に
成
長
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は
現
在
も
、
一
冊
あ
た
り
一
ド
ル
に
相
当

す
る
年
間
二
億
円
も
の
資
金
を
予
算
化
し
、
中
国
語
聖

書
の
印
刷
用
紙
代
を
賄
う
た
め
に
捧
げ
て
い
る
。
聖
書

の
販
売
価
格
を
下
げ
て
人
々
が
購
入
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
を
含
め
た
各
国
の
聖
書
協

会
の
支
援
の
賜
物
で
あ
る
。

5 China Today - Exploring the present situation surrounding Church growth and Bible Distribution

残
っ
て
い
る
数
冊
の
中
国
語
聖
書
が
発
見
さ
れ
、
当
初
、

そ
れ
を
復
刻
印
刷
し
て
、
中
国
教
会
の
聖
書
の
需
要
を

満
た
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
聖
書
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
聖
書
印
刷

を
専
門
事
業
と
す
る
愛
徳
印
刷
所
を
一
九
八
七
年
に
南

京
に
設
立
し
た
。
こ
れ
は
、
海
外
の
援
助
を
受
け
入
れ

な
い
と
い
う
中
国
教
会
の
立
場
を
尊
重
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

の
組
織
外
に
愛
徳
基
金
会
と
い
う
中
国
内
の
組
織
を
設

立
し
、
そ
こ
と
提
携
（
合
弁
）
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は
、
一
九
八
六
年
か
ら

二
年
間
で
二
十
億
円
近
く
の
募
金
運
動
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
中
国
へ
印
刷
機
を
贈
る
運
動
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
が
や
が
て
聖
書
印
刷
工
場
建

設
へ
と
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

愛
徳
印
刷
所
で
印
刷
さ
れ
た
聖
書
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
手

で
、
チ
ベ
ッ
ト
以
外
の
全
省
に
あ
る
七
十
箇
所
の
配
送

拠
点
か
ら
二
十
六
台
の
バ
イ
ブ
ル
・
バ
ン
に
よ
っ
て
、

日
々
、
各
地
の
公
認
教
会
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

香
港
返
還
と
そ
の
後

か
つ
て
英
国
領
と
し
て
総
督
府
が
置
か
れ
て
い
た
香

港
は
、
一
九
九
七
年
に
中
国
本
土
へ
の
返
還
が
果
た
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
自
由
貿
易
の
利
点
を
活
か
し
て
発
展

を
遂
げ
て
き
た
香
港
の
優
位
性
を
残
す
た
め
、
一
つ
の

国
家
の
中
に
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
二
つ
の
異
な
る

制
度
が
共
存
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
一
国
二
制
度
（
一

国
両
制
）
の
原
則
に
よ
り
、
現
在
は
特
別
区
と
し
て
自

治
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
返
還
後
七
年
経
ち
、
香
港

と
中
国
本
土
と
の
物
資
や
人
の
流
れ
が
少
し
ず
つ
容
易

に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

香
港
聖
書
協
会
は
、
中
国
聖
書
協
会
が
閉
鎖
さ
れ
た

時
に
設
立
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア

各
地
の
中
国
語
聖
書
の
需
要
を
満
た
す
頒
布
活
動
の
拠

点
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。
今
日
、
中
国
政
府
の
管
理

下
に
置
か
れ
た
が
、
そ
の
活
動
範
囲
は
香
港
特
別
区
内

に
留
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
、
香
港
の
存
在
自
体
が
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ

る
た
め
、
香
港
聖
書
協
会
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
と
の

協
力
態
勢
を
よ
り
強
め
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
八
月
に

は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
主
催
で
香
港
聖
書
展
（
香
港
聖
経
事
工
展
）

が
開
催
さ
れ
、
香
港
内
外
の
各
教
派
的
背
景
を
持
つ
主

要
な
キ
リ
ス
ト
教
団
体
代
表
が
招
か
れ
、
約
三
万
人
が

来
場
し
た
。

中
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
将
来

先
述
の
よ
う
に
、
信
徒
数
の
増
加
に
伴
う
聖
書
需
要

の
高
ま
り
に
応
え
る
べ
く
、
愛
徳
印
刷
所
が
開
設
さ
れ
、

聖
書
の
供
給
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て

点字聖書

上海の教会の購買部にて

絵本聖書／提供　 UBS

「ジーザス」のDVD
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の
必
要
を
満
た
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る

製
作
数
増
加
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
一
方
で
は
、
牧
師
、
指
導
者
の
不
足
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
牧
師
養
成
機
関
で
あ
る
神
学
校
は
、
南
京
、

上
海
、
北
京
な
ど
大
都
市
に
あ
っ
て
、
実
践
的
な
神
学

を
中
心
に
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
全
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
人
口
の
八
十
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
農
村
部

に
お
い
て
牧
師
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。
指
導
者
が
い
な

い
と
迷
信
や
異
端
的
信
仰
が
は
び
こ
る
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
牧
師
不
足
は
教
会
の
成
長
と
信
仰
の
基
盤
を
揺

る
が
し
か
ね
な
い
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
国
家
宗
教
事
務
局
も
そ
れ
を
国
内
不
安
材
料
と
し

て
神
学
校
設
立
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
在
、
三
人
に

一
人
は
女
性
教
職
者
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
実
状
を

反
映
し
た
中
国
の
特
徴
と
言
え
る
。

数
字
的
な
成
長
は
目
覚
ま
し
い
も
の
の
、
と
り
ま
く

政
治
状
況
も
あ
り
、
将
来
、
中
国
の
教
会
自
体
が
健
全

な
発
展
を
し
て
い
く
と
手
放
し
で
楽
観
で
き
な
い
こ
と

も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

台
湾
聖
書
協
会

最
後
に
、
台
湾
と
中
国
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

中
国
政
府
は
、
二
つ
の
中
国
を
認
め
な
い
と
い
う
政

策
の
も
と
、
台
湾
と
は
一
切
交
流
を
持
た
ず
、
聖
書
協

会
同
士
で
す
ら
同
様
の
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
革

命
の
始
ま
っ
た
一
九
六
六
年
に
設
立
さ
れ
た
台
湾
聖
書

協
会
は
、
香
港
聖
書
協
会
と
協
力
し
、
ア
ジ
ア
の
中
国

語
圏
に
お
け
る
聖
書
頒
布
活
動
を
支
援
し
て
き
た
が
、

一
九
九
七
年
、
香
港
の
中
国
返
還
以
降
は
関
係
が
途
絶

え
て
い
る
。
香
港
聖
書
協
会
は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
加
盟
を
現
在
も

維
持
し
て
い
る
が
、
台
湾
聖
書
協
会
の
存
在
と
は
相
反

す
る
こ
と
と
な
り
、
ね
じ
れ
現
象
を
起
こ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は
、
中
国
の
教
会
と
の
唯
一
の
パ
イ
プ
で

あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
、
そ
し
て
愛
徳
基
金
会
の
愛

徳
印
刷
所
を
通
じ
て
、
中
国
の
聖
書
普
及
に
参
画
す
る

方
法
を
選
択
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
性
は
、
台
湾
の
問

題
も
含
め
、
今
後
の
政
治
動
向
に
よ
っ
て
解
決
を
模
索

す
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

結
び

こ
の
よ
う
な
歴
史
や
、
現
在
の
複
雑
な
政
治
状
況
を

理
解
し
つ
つ
、
私
た
ち
は
中
国
と
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
。
特
に
日
本
は
、
過
去
の
植
民
地
支
配
の
道
義
的

責
任
を
抱
え
て
い
る
と
同
時
に
、
長
い
歴
史
の
中
で
中

国
と
は
文
化
的
に
深
い
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
る
。
六

千
万
と
も
言
わ
れ
る
中
国
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
た
め
に

祈
り
、
今
後
ま
す
ま
す
無
形
の
支
援
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
は
全
世
界
の
未
信
者
の
三

分
の
一
の
人
口
が
い
る
。
聖
書
協
会
は
、
ど
ん
な
状
況

に
あ
っ
て
も
聖
書
そ
の
も
の
が
福
音
を
語
る
こ
と
を
信

じ
つ
つ
、
愛
徳
印
刷
所
の
聖
書
印
刷
事
業
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
聖
書
が
一
人
で
も
多
く
の
人
の
手
に
渡
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

上海の教会の
日曜学校風景
2004年4月

雲南省の少数民族ラフ族
／提供　 UBS

南京の教会にて女
性牧師に聖書を手
渡す渡部総主事　
2004年3月
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こ
の
際
告
白
す
る
と
、
私
は
不
精
者
で
す
。
忙
し
く

気
ぜ
わ
し
い
と
、
書
棚
か
ら
あ
れ
こ
れ
引
っ
張
り
出
し

て
調
べ
る
の
を
省
略
し
た
く
な
り
ま
す
。
大
方
分
か
る

（
つ
も
り
の
）
こ
と
な
ら
、
サ
ッ
と
読
み
流
し
た
く
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
方
に
、
否
、
そ
う
で
な
い
方
に
も
朗

報
で
す
。
こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル

は
、
調
べ
る
の
が
好
き
な
人
に
も
、
私
の
よ
う
に
億
劫

な
人
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
「
聖
書
」
な
の
で
す
。

正
直
あ
ま
り
期
待
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
聖
書

に
注
が
つ
い
た
だ
け
で
し
ょ
」「
お
手
軽
な
初
心
者
用

だ
な
」「
聖
書
な
ら
持
っ
て
い
る
し
、
解
説
書
も
あ
る
。

わ
ざ
わ
ざ
買
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
」。

ご
め
ん
な
さ
い
。
間
違
い
で
し
た
。
目
新
し
い
仕
掛

で
は
な
い
の
に
、
聖
書
を
読
む
と
き
の
「
視
界
」
が
ず

い
ぶ
ん
広
が
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
。
い
ま
読
ん
で

い
る
言
葉
の
説
明
が
す
ぐ
横
の
欄
に
あ
る
の
は
、
予
想

以
上
に
い
い
。
章
末
や
巻
末
に
ま
と
め
て
注
釈
の
あ
る

本
で
は
、
注
を
見
る
た
び
ペ
ー
ジ
を
移
動
す
る
の
で
読

む
流
れ
が
中
断
。
す
る
と
煩
わ
し
く
な
っ
た
り
、
本
文

を
読
む
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
た
り
し
て
、
結
局
、
注
釈
を

利
用
し
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

難
し
く
な
い
言
葉
や
意
外
な
フ
レ
ー
ズ
に
注
釈
が
あ

る
の
も
良
い
も
の
で
す
。
聖
書
を
読
み
慣
れ
て
い
る
と
、

「
あ
ぁ
、
こ
の
言
葉
は
分
か
る
か
ら
」
と
読
み
過
ご
し

が
ち
。
そ
こ
を
立
ち
止
ま
っ
て
、「
ふ
〜
ん
、
そ
う
だ

っ
た
の
か
！
」
と
教
え
ら
れ
る
。
す
ぐ
隣
に
注
が
あ
る

の
で
ス
ッ
と
目
に
入
り
、
つ
い
つ
い
読
ん
で
し
ま
う
の

で
す
。
こ
れ
は
、
聖
書
と
出
会
っ
て
間
も
な
い
人
や
詳

し
い
勉
強
を
し
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
特
徴

で
す
。「
初
歩
の
初
歩
か
ら
分
か
ら
な
い
な
」
と
か
、

「
い
ち
い
ち
人
に
聞
け
な
い
し
」
と
困
っ
て
い
る
と
き
、

さ
さ
や
か
だ
け
れ
ど
（
こ
こ
が
大
事
。
注
釈
自
体
が
あ

ま
り
詳
し
い
と
、
そ
こ
で
さ
ら
に
分
か
ら
な
く
な
る
）

的
確
な
解
説
に
助
け
ら
れ
て
読
み
進
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
何
よ
り
こ
れ
は
、
聖
書
に
つ
い
て
調
べ
た
り

勉
強
し
た
り
で
な
く
、
聖
書
を
読
む
こ
と
そ
の
も
の
を

と
こ
と
ん
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
本
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

『
聖
書
新
共
同
訳
　
ス
タ
デ
ィ
版
新
約
聖
書
』

聖
書
を
読
む
こ
と
そ
の
も
の
を
と
こ
と
ん
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

いばた　きよし
日本基督教団石動教会牧師

井幡清志
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聖
書
を
読
も
う
と
す
る
と
、
難
し
い
点
が
あ
る
の
は

確
か
で
す
。
ま
ず
、
聖
書
の
中
で
し
か
出
会
わ
な
い
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
旧
約
を
背
景
に
（
し
か
も
多
く
の
場

合
、
読
者
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
）
書

か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
調
べ
よ
う
と
思
え
ば
、

聖
書
を
解
説
し
た
参
考
書
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で

も
、
あ
ら
た
ま
っ
て
聖
書
を
学
ぶ
の
で
も
な
い
と
、
な

か
な
か
調
べ
る
ま
で
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
勢
い
、

「
た
だ
字
面
を
読
む
」
だ
け
に
な
っ
た
り
、
ち
っ
と
も

ペ
ー
ジ
が
進
ま
な
か
っ
た
り
。
そ
れ
が
、
聖
書
を
読
む

こ
と
の
敷
居
を
高
く
感
じ
さ
せ
て
い
る
理
由
の
大
半
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

聖
書
を
手
に
す
る
の
は
、
詳
し
く
研
究
し
た
い
人
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
よ
し
、
通
読
す
る
ぞ
」
と
決

心
し
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
人
、
な
ん
と
な
く
興
味
が
あ

っ
て
気
軽
に
読
み
た
い
人
、
仕
事
や
家
事
・
育
児
の
合

間
の
限
ら
れ
た
時
間
に
楽
し
く
聖
書
を
読
み
た
い
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
の
取
り
組
み
は
、
高
い
敷
居
を

壊
し
、
聖
書
の
中
身
・
福
音
の
特
質
で
あ
る
「
敷
居
の

低
さ
」
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
固
有
名

詞
な
ど
の
小
さ
な
解
説
を
読
む
こ
と
は
、
そ
れ
を
し
な

い
と
聖
書
が
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
聖

地
旅
行
に
行
く
よ
う
な
（
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
）
な
か
な
か
楽
し
い
経
験
で
す
。
日
ご
と
の
書
物
と

し
て
「
読
み
進
め
た
く
な
る
聖
書
」
の
存
在
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聖
書
を
じ
っ
く
り
・
し
っ
か
り
読
み
た
い
人
に
と
っ

て
も
、
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
は
お
薦
め
。
解
説
書
や
辞

書
を
繰
っ
て
い
る
と
、
そ
の
時
間
ば
か
り
増
え
て
、
聖

書
を
読
ん
で
い
る
の
か
聖
書
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
聖
書
の
言
葉
の

中
に
落
ち
着
い
て
浸
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で

す
。
私
も
説
教
の
準
備
を
し
な
が
ら
思
う
の
で
す
が
、

聖
書
そ
の
も
の
を
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、
じ
っ
く
り
繰

り
返
し
読
む
こ
と
が
、「
聖
書
と
私
と
の
つ
き
あ
い
」

に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
切
で
す
。
こ
の
つ
き
あ
い
を
深

め
る
た
め
に
、
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
は
、
詳
し
さ
と
や

さ
し
さ
の
程
よ
い
バ
ラ
ン
ス
を
備
え
た
助
け
手
と
な
る

で
し
ょ
う
。
巻
頭
に
は
手
短
な
各
書
の
解
説
、
巻
末
に

は
聖
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
読
む
た
め
の
ガ
イ
ド
も
あ
り

ま
す
が
、
何
よ
り
全
ペ
ー
ジ
に
併
置
さ
れ
た
注
が
、
こ

の
書
物
を
価
値
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
の
で
す
。

抑
制
の
き
い
た
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
、
書
体
や

文
字
組
み
の
良
さ
と
効
果
的
な
二
色
刷
り
が
、
信
頼
性

と
読
み
や
す
さ
を
両
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
持
ち
味
で

す
。
そ
れ
は
目
立
た
な
い
け
れ
ど
、
読
み
物
に
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
。「
聖
書
っ
て
字
が
多
い
よ
ね
」
と
思

っ
て
い
た
人
も
、
こ
れ
な
ら
「
意
外
と
短
い
な
」
と
気

づ
く
は
ず
で
す
。

●本文─共同訳聖書実行委員会
●注──アメリカ聖書協会（訳 日本聖書協会）
●A5判　608頁　定価2,940円（税込）
日本聖書協会

本
稿
は

キ
リ
ス
ト
教
文
書
セ
ン
タ
ー
発
行
『
本
の
ひ
ろ

ば
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
号
よ
り
転
載
し
た
も
の
で
す
。

（財）
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守屋彰夫

東京女子大学教授

もりや　あきお

聖書セミナー特別講演会

秦
剛
平
先
生
に
よ
る
『
七
十
人
訳
ギ
リ
シ
ア
語
聖
書
』

（
河
出
書
房
新
社
）
の
創
世
記
か
ら
申
命
記
ま
で
の
最

初
の
五
書
の
翻
訳
が
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
計
画
で
は
七
十
人
訳
聖
書
全
部
を
網
羅
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
完
結
ま
で
数
年
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
海
外
で
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学

（
オ
ラ
ン
ダ
）
名
誉
教
授
で
あ
る
村
岡
崇
光
先
生
がA

G
reek

-E
n
g
lish

L
ex
icon

of
th
e
S
ep
tu
ag
in
t

（C
hiefly

of
the
P
entateuch

and
the
T
w
elve

P
rop
h
ets

）,

（L
eu
v
en
,
2002

）
を
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
現
段
階
で
は
五
書
と
十
二
小
預
言
書
が
中
心
で
す

か
ら
、
こ
れ
も
完
結
ま
で
に
は
数
年
を
要
す
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
内
外
で
日
本
人
に
よ
る
七
十
人
訳
聖

書
研
究
の
大
き
な
業
績
が
続
く
中
で
、
こ
の
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

最
古
の
版
か
ら
の
翻
訳

現
在
残
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
語
七
十
人
訳
聖
書
の
主

な
写
本
は
、
四
世
紀
の
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
写
本
、
四
世
紀

中
頃
の
シ
ナ
イ
写
本
、
五
世
紀
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

写
本
で
す
。
い
ま
広
く
流
布
し
て
い
る
ス
ウ
ィ
ー
ト
版

（
一
九
世
紀
末
）
や
ラ
ー
ル
フ
ス
版
（
一
九
三
五
年
）

は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
三
つ
の
写
本
を
校
訂
し
た
も
の

な
の
で
、
四
世
紀
よ
り
前
に
遡
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
紀
元
前
三
世
紀
の
最
古
の
版
に
可
能
な
か
ぎ

り
遡
っ
て
原
テ
キ
ス
ト
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン
版
が
い
ま
出
版
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
を
用
い
て
こ
の
翻
訳
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン
版
が
完
了
す
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
た

め
、
そ
の
未
完
の
部
分
は
古
い
版
に
よ
っ
て
翻
訳
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ギ
リ
シ
ア
語
訳
聖
書
誕
生
の
理
由

紀
元
前
三
世
紀
に
旧
約
聖
書
が
ギ
リ
シ
ア
語
に
翻
訳

さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。
当
時

の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
日
常
語
に

ギ
リ
シ
ア
語
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
ヘ
ブ
ル
語
聖
書

が
理
解
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た

と
す
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の

図
書
館
が
世
界
中
の
図
書
収
集
を
行
う
過
程
で
、
公
的

機
関
の
要
請
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
実
際
は
、
当
時
、
自
民
族
の
歴
史
の
古
さ
を

め
ぐ
る
熾
烈
な
論
争
の
中
で
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
歴
史
が

天
地
創
造
ま
で
遡
る
こ
と
、
ま
た
出
エ
ジ
プ
ト
の
出
来

事
が
深
く
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
と
関
わ
る
こ
と
を
提
示
す

る
と
と
も
に
、
モ
ー
セ
へ
の
中
傷
も
排
除
し
よ
う
と
し

て
翻
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
出
エ

ジ
プ
ト
記
四
章
六
節
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
で
は
、「
す
る

聖書セミナー特別講演会

七
十
人
訳『
創
世
記
』と『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』と

そ
の
背
後
に
あ
る
ヘ
ブ
ル
語
テ
キ
ス
ト

―
―
秦
剛
平
先
生

七
十
人
訳『
創
世
記
』と『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』と

そ
の
背
後
に
あ
る
ヘ
ブ
ル
語
テ
キ
ス
ト

―
―
秦
剛
平
先
生



ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
へ
の
弁
明
は
ヨ
セ
フ
ス
の
記
述
に
も

見
ら
れ
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
偏
見
が
い
か
に

深
刻
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

ヘ
ブ
ル
語
聖
書
と
の
違
い

ギ
リ
シ
ア
語
テ
キ
ス
ト
と
ヘ
ブ
ル
語
マ
ソ
ラ
本
文
と

の
不
一
致
箇
所
は
、
創
世
記
一
章
か
ら
一
〇
章
ま
で
に

百
六
十
七
箇
所
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
�
神
名
表
記
、

�
固
有
名
詞
表
記
、
�
単
位
の
表
記
、
�
定
式
へ
の
こ

だ
わ
り
、
�
太
祖
の
年
齢
の
嵩
上
げ
に
分
類
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
創
世
記
の
訳
者
は
ギ
リ
シ
ア
人

読
者
を
想
定
し
て
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
も
、
創
世
記
で
の
神
名
、
地
名
、

単
位
の
表
記
法
の
特
徴
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
語
訳
創
世
記
に
は
ヘ
ブ
ル
語
マ
ソ

ラ
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
語
句
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
誤
訳
で
は
な
く
、
翻
訳
者
が
使
用
し
た
原
本
が
ヘ
ブ

ル
語
マ
ソ
ラ
本
文
と
は
違
う
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
出
エ
ジ
プ
ト
記

に
は
配
列
の
不
一
致
が
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
八
章
一
八
―
二
〇
節
に
、
マ

ソ
ラ
本
文
に
は
な
い
長
い
文
章
が
あ
り
ま
す
。
わ
ざ
わ

ざ
原
文
に
な
い
記
述
を
創
作
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
場
面
で
す
。
逆
に
、
マ
ソ
ラ
本
文
に
あ
る
記
述
が
、

か
な
り
長
く
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
何
箇
所
か

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
世
紀
前
半
は
、
七
十
人
訳
聖
書
研
究

が
世
界
的
規
模
で
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
で
し
ょ
う
。

10

と
、
彼
の
手
は
雪
の
よ
う
に
（
白
く
）
な
っ
て
い
た
」

と
病
名
を
脱
落
さ
せ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
モ
ー
セ
に

対
す
る
よ
け
い
な
中
傷
を
取
り
除
こ
う
と
意
識
的
に
除

去
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

七
十
人
訳
聖
書
の
影
響

欽
定
訳
英
語
聖
書
が
英
文
学
や
英
語
そ
の
も
の
に
与

え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
明
治
時
代

の
日
本
語
訳
聖
書
も
明
治
、
大
正
時
代
の
日
本
文
学
に

多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

七
十
人
訳
聖
書
は
、
最
古
の
聖
書
解
釈
が
書
か
れ
た
か

た
ち
で
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
新
約

時
代
か
ら
現
代
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
聖
書
翻
訳
は

註
解
書
を
圧
縮
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
七
十
人
訳

は
そ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
に
世
界
最
古
の
旧
約
聖
書
解

釈
・
釈
義
の
記
録
な
の
で
す
。

ま
た
七
十
人
訳
聖
書
は
、
旧
約
聖
書
だ
け
で
な
く
、

元
来
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
文
書
も
含
め
、
外
典
、

偽
典
も
総
称
す
る
た
め
、
紀
元
後
二
世
紀
初
め
ま
で
の

ユ
ダ
ヤ
教
文
書
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
史
、
ロ
ー
マ
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
の

姿
を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
文
書
で
す
。

新
約
研
究
と
の
関
連
性

七
十
人
訳
は
新
約
学
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
は
、
新
約
の
著
者
や
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

と
っ
て
旧
約
聖
書
と
言
え
ば
七
十
人
訳
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

イ
ザ
ヤ
書
五
一
章
一
二
節
に
「
人
の
子
」
と
い
う
表

秦 剛平先生（多摩美術大学教授）

最
古
の
聖
書
翻
訳
―
―
な
ぜ
そ
の
辞
書
を
？

A
G

reek-E
n

g
lish

L
exico

n
o

f
th

e
S

eptuagint

（Leuven,2002

）
と
そ
の
意
義

―
―
村
岡
崇
光
先
生

最
古
の
聖
書
翻
訳
―
―
な
ぜ
そ
の
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を
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A
G

reek-E
n

g
lish

L
exico

n
o

f
th

e
S

eptuagint

（Leuven,2002

）
と
そ
の
意
義

―
―
村
岡
崇
光
先
生
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現
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
新
約
学
で
は
き
わ
め
て
重
要

な
概
念
な
の
で
、
キ
ッ
テ
ル
の
浩
瀚
な
新
約
聖
書
神
学

事
典
に
は
当
然
こ
の
箇
所
が
典
拠
と
し
て
言
及
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
新
約
学
研
究
者
に
尋
ね
て

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
六
日
、
日
本
基
督
教
団
銀

座
教
会
で
開
か
れ
た
「
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
特
別
講
演
会
」
の

要
旨
を
、
企
画
立
案
者
で
あ
る
守
屋
彰
夫
先
生
に
ご
執
筆

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

も
、
こ
の
箇
所
が
「
人
の
子
」
に
関
す
る
議
論
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
記
憶
が
な
い
と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
新

約
学
者
も
ま
だ
七
十
人
訳
の
研
究
が
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

七
十
人
訳
聖
書
研
究
が
新
約
研
究
に
欠
か
せ
な
い
こ
と

が
判
明
し
ま
す
。

ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
前
置
詞epi

＋
与
格
は
、「
昇

る
」「
沈
む
」
と
い
っ
た
自
然
現
象
を
表
す
動
詞
と
一

緒
に
使
用
さ
れ
る
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
す
が
、

新
約
エ
フ
ェ
ソ
書
四
章
二
六
節
や
申
命
記
二
四
章
一
五

節
の
用
例
か
ら
、
こ
れ
が
未
完
状
態
を
表
現
す
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
二
章

二
節
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
は
、「
ま
だ
穴
を
掘
っ
て
い
る

途
中
で
太
陽
が
昇
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
訳
せ
る
可
能
性

が
生
じ
て
き
ま
す
。
七
十
人
訳
の
辞
書
学
と
新
約
学
の

辞
書
学
が
密
接
に
関
連
す
る
好
例
で
す
。

解
釈
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か

創
世
記
一
章
一
節
の
翻
訳
が
い
い
例
で
す
が
、
旧
約

聖
書
の
解
釈
は
伝
統
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
古
代
訳
が

わ
れ
わ
れ
の
解
釈
を
助
け
て
く
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、

違
っ
た
角
度
か
ら
の
解
釈
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
伝
統
は
七
十
人
訳
聖
書
に
遡
り

ま
す
。
秦
先
生
も
指
摘
さ
れ
た
マ
ソ
ラ
本
文
と
の
相
違

は
、
七
十
人
訳
聖
書
が
単
な
る
翻
訳
作
品
の
研
究
対
象

で
は
な
く
、
独
自
の
研
究
領
域
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
す
。

七
十
人
訳
聖
書
に
対
す
る
見
方
に
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
翻
訳
者
の
視
点
か
ら
見
る
立
場
と
、
読
者
の
視
点

か
ら
見
る
立
場
で
す
。
後
者
は
、
必
ず
し
も
原
本
の
ヘ

ブ
ル
語
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
な
い
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
み
、
解
釈
す
る
立
場
で
す
。

以
前
は
、
聖
書
テ
キ
ス
ト
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
・

歴
史
も
、
で
き
る
だ
け
原
初
の
か
た
ち
を
復
元
す
る
、

遡
る
と
い
う
関
心
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
七
〇

年
代
以
降
、
む
し
ろ
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
・
変
遷

し
て
い
っ
た
の
か
、
な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
、
変
え
た
人

は
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
変
え
た
の
か
と
い
う
方
向
へ
関
心

や
方
法
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
立
場

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
のam

ont

「
川
上
へ
」
とaval

「
川

下
へ
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
で
き
ま
す
。
私
は
後
者
の

立
場
を
推
奨
し
た
人
間
の
一
人
と
自
負
し
て
い
ま
す

し
、
秦
先
生
の
訳
さ
れ
て
い
る
七
十
人
訳
も
後
者
の
範

疇
に
入
り
ま
す
。

こ
の
動
向
の
変
化
に
合
わ
せ
、
辞
書
も
そ
れ
に
見
合

っ
た
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
七
十
人
訳
聖
書

の
辞
書
の
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
こ
の
課
題
に
答

え
る
た
め
で
す
。
こ
の
辞
書
は
、
あ
る
単
語
の
対
応
語

を
単
に
他
の
言
語
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
な
く
、
単
語

の
用
法
を
で
き
る
か
ぎ
り
詳
し
く
記
述
す
る
こ
と
に
主

眼
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の
辞
書
の
編
纂
作
業
の
六
割

方
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
イ
エ
ス
様
の
再
臨
が
少
し

遅
れ
る
こ
と
を
密
か
に
願
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か
完
成

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村岡崇光先生（オランダ・ライデン大学名誉教授）
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中部地域での活動

日
本
初
の
聖
書
翻
訳
で
あ
る
『
ギ
ュ
ツ
ラ
フ

訳

ヨ
ハ
ネ
伝
福
音
書
』（
一
八
三
七
年
）の
翻
訳

に
協
力
し
た
漂
流
船
員
の
岩
吉
、
久
吉
、
音
吉

（
通
称
・
三
吉
）の
業
績
を
偲
び
、
一
九
六
一
年

の
記
念
碑
建
立
以
来
、
毎
年
一
〇
月
に
「
聖
書

和
訳
頌
徳
記
念
碑
式
典
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
は
一
〇
月
一
二
日
に
日
本
聖
書

協
会
主
催
（
隔
年
で
美
浜
町
と
聖
書
協
会
と
が

交
代
）で
行
わ
れ
、
美
浜
町
関
係
者
と
近
隣
の

教
会
か
ら
七
十
五
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
歌
手
の
森
祐
理
さ
ん
が

「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
の
童
謡
や
「
ア
メ
イ
ジ
ン

グ
・
グ
レ
イ
ス
」
な
ど
の
賛
美
を
透
明
感
あ
ふ

れ
る
歌
声
で
披
露
さ
れ
、
故
郷
へ
の
帰
還
を
願

い
な
が
ら
果
た
せ
ず
、
異
国
で
没
し
た
三
吉
に

み
な
で
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

聖
書
普
及
講

演
会
は
、
聖
書

普
及
の
働
き
を

一
人
で
も
多
く

の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ご

協
力
、
ご
支
援

を
仰
ぎ
た
い
と

い
う
趣
旨
で
進

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
一
〇

月
一
三
日
に
行

わ
れ
た「
聖
書
普
及
講
演
会
in
名
古
屋
」で
は
、

講
師
に
聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長
の
日
野
原

重
明
先
生
、
音
楽
ゲ
ス
ト
に
、
前
日
の
記
念
碑

式
典
に
引
き
続
き
歌
手
の
森
祐
理
さ
ん
を
迎

え
、
七
百
名
も
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
森
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、「
病

に
生
き
る
」
と
題
し
て
日
野
原
先
生
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
内
外
の
聖
書
普
及
活
動
の
最
新
情
報
を

ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
聖
書
普
及
講
演
会

（
音
楽
の
み
は
「
聖
書
と
音
楽
の
出
会
い
」）は
、

二
〇
〇
五
年
度
も
、
二
月
の
埼
玉
、
奈
良
を
皮

切
り
に
、
全
国
五
箇
所
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

式典で熱唱される森祐理さん

江戸時代末期、千石船宝順丸で遭難し、アメリカ

に漂着した後、世界各地をめぐった愛知県美浜町出

身の「音吉」。その終焉の地シンガポールで彼の墓が

発見され、現地に残されていた埋葬記録により確認

されました。昨年3月、現地日本人会を通じて美浜
町に連絡が入り、4月には齋藤町長自ら現地を訪問し
ました。音吉の埋葬場所はシンガポール北西部にあ

る国立墓地で、発見者はシンガポール政府機関の土

地管理局職員でした。

今後、美浜町では関係機関と交渉を行い、シンガポー

ル政府の許可を得て遺骨を発掘し、シンガポールの日本

人墓地納骨堂に安置するとともに、日本では子孫のお宅

の墓所と小野浦の宝順丸乗組員の参り墓の良参寺に埋葬

する方向で計画が進められています。実現すれば、遭難

から実に173年ぶりに音吉の遺骨が祖国・日本へ帰って
くることになるのです。

シンガポールにて音吉の墓が発見される

第43回聖書和訳頌徳記念碑式典

聖書普及講演会in名古屋
日
程
の
詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｊ
Ｂ
Ｓ
年
間
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
（http://w

w
w

.bible.or.jp/ivent_cal/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講演会のようす
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BS NEWS

2004年9月、ワールド・ミッション・

プロジェクト・ジャパンの本多定雄師、三

宅忠雄師、小田彰師の3師がハンガリー聖

書協会を訪ねて、若者向けのハンガリー語

スタディバイブル3,000冊の製作費分を献

金してくださることになりました。ハンガ

リーは、人口1,000万人、国民１人当たり

の年間所得はおよそ50万円と、決して経

済的に豊かな国ではありません。ハンガリ

ー聖書協会は1949年に設立されましたが、

共産主義の時代に活動が制限され、1990
年代になってから自由な頒布活動が復活し

ました。63％がカトリック、25％がプロ

テスタントのキリスト教国ですが、2002
年度の旧新約聖書の頒布状況はわずか4万

冊となっています。

首都ブダペストは、ドナウ川を挟んでブ

ダとペストに分かれていた2つの地区が合

併してできた町で、チェコの首都プラハと

比べると物資は少なく、質素な印象を受け

ます。聖書協会事務所は、ブダ地区の大通

りに面した2階建てのビルにあり、5人の

スタッフがいて、こぢんまりとした書店を

構えていました。

音楽家リストや数学者ルービックを生み

出したブダペストは、温泉の町でもあり、

町の中を走る路面電車やトロリーバスがに

ぎわいと情緒を醸し出していました。

総主事のオットー・ペシュク氏の話によ

ると、共産圏崩壊後、活動の最大の障壁は

西側の物質主義だということです。若者の

心は物質文化に惹かれ、キリスト教伝道は

決して容易ではないようです。現在、ハン

ガリー聖書協会の活動は聖書協会世界連盟

の支援によって成り立っており、皆様の尊

いご献金によって賄われております。

渡部 信
日本聖書協会総主事

Eメール

わたべ まこと

ハンガリー聖書協会
を支援する

オットー総主事（左）と本多定雄師（右）

第2回特別展示より

セミナーのようす

書店のようす

クリスチャンセンター神戸バイブル・ハウスの近況

クリスチャンセンター
神戸バイブル・ハウス
ＫＢＨ

神戸市中央区磯上通 4-1-12
ハイパーホテル1-2-3神戸　2階
●三宮駅より徒歩10分
●TEL/ FAX：078-252-1966
●開館時間：月～金　午前11時～午後5時
●ホームページ：http://www.kobe-bible-house.net/
●Eメール：QYH05423@nifty.com

2003年4月の開館以来、西日本地区における聖書普及

の拠点として、神戸市内の超教派活動によって運営さ

れている「クリスチャンセンター 神戸バイブル・ハウ

ス」。ここでは聖書協会主催の聖書セミナーが随時開

催され、地域に開かれたクリスチャンの交流の場とし

て活動が行われています。開館1周年記念の2004年4
月、そして9月には聖書特別展示会も開催されました。

皆様、どうぞお気軽にご利用ください。
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昨
年
の
夏
、
長
い
あ
い
だ
願
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
に
あ
る
マ
リ
ア
福
音
姉
妹
会
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
リ
ア
福
音
姉
妹
会
は
、
マ
ザ
ー
・
バ
ジ
レ
ア
と
マ
ザ
ー
・
マ
ル
テ
ュ
リ
ア
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
会
で
す
。
小
さ
な
街
ダ
ル
ム
シ
ュ

タ
ッ
ト
の
郊
外
に
あ
る
広
大
な
敷
地
の
中
に
、
礼
拝
堂
や
宿
泊
施
設
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
生
活
の
場
や
農
場
な
ど
が
あ
り
、「
カ
ナ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
や
タ
ボ
ル
山
、
ゲ
ツ
セ
マ
ネ
の
園
と
名
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
聖
書
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
在
住
の
知
人
と
タ
ク
シ
ー
で
こ
の「
カ
ナ
ン
」に
到
着
。
降
り
立
っ
た
と
た
ん
、
花
々
や
緑
の
樹
々
が
「
う
れ
し
い
、
う
れ
し
い
」
と
叫
ん
で
い
る

よ
う
な
生
命
の
輝
き
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
世
の
中
に
こ
れ
ほ
ど
美
し
く
主
の
霊
に
満
ち
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
な
ら
、
天
国
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
に
す
ば

ら
し
い
の
か
し
ら
と
、
な
ん
だ
か
雲
の
上
を
歩
く
よ
う
な
気
持
ち
で
宿
泊
施
設
へ
移
動
し
、
わ
ず
か
三
日
間
で
す
が
、
イ
エ
ス
様
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
「
カ
ナ
ン
」に
は
世
界
各
地
か
ら
数
万
人
が
訪
れ
、
主
と
の
交
わ
り
の
時
を
持
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊
施
設
も
と
て
も
充
実
し
、
家
族
の
希
望
が
な
い

限
り
、
み
な
一
人
部
屋
で
す
。
こ
れ
は
一
人
静
ま
っ
て
時
を
過
ご
す
た
め
だ
そ
う
で
す
。
日
本
人
だ
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
部
屋
に
は
日
本
語
の
書
物
や

聖
書
、
御
言
葉
の
カ
ー
ド
な
ど
を
置
い
て
く
だ
さ
り
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
温
か
い
お
心
配
り
を
感
じ
ま
し
た
。
愛
や
優
し
さ
が
人
と
な
っ
た
ら
、
こ
ん
な

ふ
う
に
な
る
の
か
し
ら
と
思
う
ほ
ど
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
顔
は
愛
で
満
ち
て
い
ま
す
。

こ
の「
カ
ナ
ン
」
は
、
一
九
四
九
年
、
何
の
助
け
も
な
く
、
た
だ
祈
り
と
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
驚
く
べ
き
経
緯
が
あ
る
の
で
す
が
、

今
で
も
百
人
近
い
シ
ス
タ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を
神
様
に
よ
り
頼
み
つ
つ
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
シ
ス
タ
ー
・
ソ
ハ
ラ
と
い
う
日
本
人
の
シ
ス
タ
ー
が
お
ら
れ
る
の
で
、
日
本
語
で
案
内
や
霊
的
な
導
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ユ
リ
さ
ん
、
な
ぜ
マ
ザ
ー
・
バ
ジ
レ
ア
が
こ
れ
ほ
ど
用
い
ら
れ
た
か
分
か
り
ま
す
か
」

美
し
い
礼
拝
堂
を
歩
き
な
が
ら
、
シ
ス
タ
ー
・
ソ
ハ
ラ
が
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
、
誰
よ
り
も
自
分
が
罪
人
だ
と
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
イ
エ
ス
様
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
そ
の
聖
さ
の
前
で
自
分
の
醜
さ
を
知
り
ま
す
。

だ
か
ら
人
は
、
低
く
低
く
主
の
前
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。」

礼
拝
堂
の
い
ち
ば
ん
後
ろ
に
立
つ
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
講
壇
に
向
か
っ
て
床
が
下
に
傾
斜
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
つ
う
は
講
壇
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
私
た
ち
は
、
主
に
近
づ
く
た
め
に
低
く
低
く
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を
表
し

て
い
る
会
堂
な
の
で
す
ね
」

す
べ
て
が
こ
の
よ
う
に
霊
的
な
意
味
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
大
事
業
も
、
イ
エ
ス
様
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
な
さ
れ
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
ぞ
う
き
ん
の
ひ
と
ふ
き
で
も
、
イ

エ
ッ
セ
ー

マ
リ
ア
福
音
姉
妹
会
に
て

│
│
悔
い
改
め
の
中
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
る
神
の
恵
み

森
　
祐
理
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エ
ス
様
を
愛
し
て
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
永
遠
に
残
る
の
で
す
よ
」

私
は
こ
の
言
葉
に
心
が
わ
し
づ
か
み
に
さ
れ
た
よ
う
に
ド
キ
ン
と
し
ま
し
た
。

―
―
私
は
、
イ
エ
ス
様
を
愛
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
歌
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
―
―

年
間
百
二
十
回
近
く
も
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
自
分
な
り
に
命
を
か
け
て
伝
道
の
わ
ざ
に
励
ん
で
き
た
つ
も
り
で
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
自
分
自

身
の
満
足
の
た
め
に
歌
っ
て
い
る
部
分
が
出
て
い
な
か
っ
た
か
強
く
問
わ
れ
ま
し
た
。
良
い
音
響
や
構
成
、
人
々
の
評
価
…
…
神
様
の
道
具
と
し
て
歌

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、
実
は
た
く
さ
ん
の
も
の
を
握
っ
て
放
せ
な
い
自
分
の
姿
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

―
―
す
べ
て
自
分
に
価
値
あ
る
も
の
を
手
放
し
、
イ
エ
ス
様
の
愛
だ
け
で
満
た
さ
れ
る
者
と
し
て
く
だ
さ
い
。―
―

シ
ス
タ
ー
・
ソ
ハ
ラ
と
共
に
さ
さ
げ
た
お
祈
り
の
中
で
、
な
ん
だ
か
新
し
い
自
分
に
な
っ
た
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

毎
日
三
時
の
お
祈
り
や
、「
カ
ナ
ン
」で
収
穫
さ
れ
た
も
の
を
料
理
し
た
お
い
し
い
お
食
事
、
奇
跡
的
に
湧
い
た
と
言
わ
れ
る
泉
か
ら
ゴ
ク
ゴ
ク
と
飲
め

る
命
の
水
…
…
。
シ
ス
タ
ー
た
ち
と
の
愛
の
交
わ
り
と
同
時
に
、
ま
さ
に
天
国
を
味
わ
っ
た
三
日
間
で
し
た
。

帰
国
し
て
ま
た
忙
し
い
生
活
に
戻
っ
た
私
は
、「
す
べ
て
イ
エ
ス
様
の
愛
ゆ
え
に
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
後
援
会
で
も
マ
リ
ア
福
音

姉
妹
会
で
の
恵
み
を
お
証
し
し
、「
自
分
自
身
に
か
ら
み
つ
い
て
い
た
す
べ
て
を
手
放
し
、
主
に
あ
っ
て
解
放
さ
れ
ま
し
た
！
」
と
話
し
て
い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
帰
国
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
重
ね
る
う
ち
に
、
何
か
自
分
の
中
で
霊
的
な
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
コ
ン
サ
ー
ト
の

命
で
あ
る
圧
倒
的
な
主
の
臨
在
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
疲
れ
が
と
れ
な
い
…
…
。
な
ぜ
だ
ろ
う
、
あ
ん
な
に
ド
イ
ツ
で
恵
み
を
い
た
だ
い
た
の
に
…
…
。

あ
る
時
、
祈
り
の
中
で
神
様
は
私
の
心
に
語
り
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
お
ま
え
は
、
本
当
に
手
放
せ
て
い
る
の
か
。」

さ
ま
ざ
ま
な
肉
の
思
い
を
そ
ぎ
落
と
し
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
。
イ
エ
ス
様
だ
け
と
時
を
過
ご
し
た
い
…
…
。
そ
う
思
っ
て
も
現
実
は
、
仕
事
や
人
間
関

係
な
ど
、
自
分
自
身
の
足
り
な
さ
を
思
う
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
も
う
す
っ
か
り
大
丈
夫
と
思
い
こ
み
、
自
分
が
ま
る
で
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
い

る
よ
う
な
高
慢
な
思
い
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
本
当
に
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

「
ユ
リ
さ
ん
、
父
な
る
神
様
が
私
た
ち
を
忍
耐
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
自
分
自
身
に
忍
耐
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
翌
日
に
百
八
十

度
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
ら
。」

こ
の
シ
ス
タ
ー
・
ソ
ハ
ラ
の
言
葉
が
響
い
て
き
ま
し
た
。

そ
う
で
す
。
私
の
す
べ
き
こ
と
は
、
た
だ
主
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
日
々
悔
い
改
め
て
生
き
る
こ
と
。
そ
の
歩
み
の
中
で
こ
そ
少
し
ず
つ
主
と
似
た
者

に
変
え
ら
れ
る
の
で
す
。

悔
い
改
め
の
中
で
、
再
び
賛
美
の
中
に
深
い
主
の
臨
在
が
感
じ
ら
れ
、
聖
霊
の
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
悔
い
改
め
の
中
に
こ
そ
、
神
の
ほ

と
ば
し
る
よ
う
な
愛
が
あ
ふ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
と
い
う
喜
び
で
し
ょ
う
か
。
実
は
そ
れ
こ
そ
が
、
マ
リ
ア
福
音
姉
妹
会
で
学
ん
だ
恵
み
だ
っ
た

の
で
す
。

い
ま
改
め
て
、
マ
リ
ア
福
音
姉
妹
会
に
主
が
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
つ
つ
、
そ
の
恵
み
を
胸
に
刻
み
、
日
々
悔
い
改
め
、
主
と
共
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
の
日
か
イ
エ
ス
様
と
出
会
う
時
、「
あ
な
た
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
歌
い
、
生
き
ま
し
た
」
と
言
え
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
者
と
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

森　祐理（もり　ゆり）
福音歌手
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立
教
大
学
で
「
聖
書
と
日
本
文
化
」
展
が

開
催
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
秋
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
川
端
康
成
の
聖
書

を
三
冊
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

三
冊
と
は
、
文
語
訳
が
『
旧
約
聖
書
　
引
照

付
』（
米
国
聖
書
協
会
、
一
九
三
五
年
三
月

三
〇
日
）
と
『
新
約
聖
書
　
詩
篇
付
』（
米

国
聖
書
会
社
、
一
九
三
五
年
九
月
三
〇
日
）

の
二
冊
、
口
語
訳
が
『
聖
書
』（
日
本
聖
書
協

会
、
一
九
五
五
年
）
の
一
冊
で
あ
っ
た
。

文
語
訳
の
『
新
約
聖
書
』
の
裏
表
紙
に
は
、

次
の
記
入
が
み
ら
れ
た
。

昭
和
拾
年
十
二
月
六
日
之
れ
を
求
む

ま
た
、
口
語
訳
の
『
聖
書
』
に
も
次
の
文

字
が
記
さ
れ
て
い
た
。

軽
井
沢
一
三
〇
五
　
川
端
康
成

い
ず
れ
も
川
端
自
身
の
手
で
書
か
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
文
語
訳
は
一
九
一
七
年
に

改
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
口
語
訳
は
、
一

九
五
五
年
に
新
約
聖
書
に
つ
い
で
旧
約
聖
書

の
口
語
訳
も
成
り
、
両
者
を
収
め
た
一
冊
本

で
あ
る
。
文
語
訳
本
が
黒
色
の
表
紙
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
口
語
訳
本
が
真
っ
赤
な
表
紙

で
あ
る
こ
と
に
目
を
見
張
っ
た
。

川
端
文
学
と
い
う
と
、
東
洋
的
作
風
が
連

想
さ
れ
る
傾
向
だ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
、

作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
ま
た
は
聖

書
の
要
素
が
か
え
り
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
（
松
坂
俊
夫
、
武
田
勝
彦
な
ど
の
研

究
）。川

端
が
最
初
に
教
会
に
行
っ
た
の
は
大
阪

の
中
学
時
代
で
あ
る
と
み
ず
か
ら
語
っ
て
い

る
。
た
だ
中
学
時
代
は
、
聖
書
に
は
接
し
た

生
と
死
と
愛
の
深
み

川
端
康
成
の
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き

の
り
ひ
さ

人物と聖書

チェックの記された『聖書』
（日本聖書協会　1955）

三
冊
の
聖
書

川
端
康
成
と
キ
リ
ス
ト
教
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が
、
英
語
を
聞
き
に
行
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。

上
京
し
て
第
一
高
等
学
校
に
入
学
す
る
と
、

近
く
の
東
京
帝
国
大
学
基
督
教
青
年
会
館
に

出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
に
よ
る
と
、
作
品
に
お
け
る
聖
書
と
の
結

び
つ
き
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
の
は
、
一
九

二
五
年
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
短
編
「
弱

き
器
」（
一
九
二
四
年
）の
題
名
に
も
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
と
い
う
年
は
、
川
端

が
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
年
に
な
る
。

こ
の
時
期
の
作
品
に
聖
書
の
言
葉
が
多
く

認
め
ら
れ
る
こ
と
よ
り
み
て
、
当
然
、
聖
書

も
所
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
遺
さ
れ
て

い
な
い
。
右
に
あ
げ
た
文
語
訳
聖
書
が
購
入

さ
れ
た
一
九
三
五
年
は
、「
雪
国
」
を
執
筆
中

で
あ
る
。
し
か
し
、
病
気
が
ち
で
、
入
退
院

を
繰
り
返
し
て
い
た
時
に
あ
た
る
。

川
端
が
、
改
め
て
聖
書
に
親
し
み
始
め
た

の
は
戦
後
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
生
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
川
端
文
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響
は
伊
藤
整
に
よ
り
初
め
て
指
摘
さ
れ

た
。
伊
藤
は
、
そ
の
作
品
に
、
バ
イ
ブ
ル
を

よ
く
読
ん
だ
痕
跡
と
、
野
の
花
や
幼
子
の
あ

ど
け
な
さ
に
生
命
を
み
た
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ

し
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

前
述
し
た
三
冊
の
聖
書
の
う
ち
、
文
語
訳

の
『
旧
約
聖
書
』
に
は
付
箋
の
挟
み
込
み
が

み
ら
れ
、
口
語
訳
の
『
聖
書
』
に
は
創
世
記

の
部
分
に
の
み
欄
外
に
チ
ェ
ッ
ク
が
付
さ
れ

て
い
た
。
付
箋
の
ほ
う
は
、
川
端
家
か
ら
も

動
か
さ
な
い
よ
う
に
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
生
前
の
川
端
自
身

が
挟
ん
だ
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
『
旧
約
聖
書
』
の
付
箋
の
挟
み

込
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
紹
介
し
た
い
。
少
し

日
が
経
っ
て
い
る
の
で
正
確
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
っ
た
の
は
次
の
五
箇
所
で

あ
る
。

出
エ
ジ
プ
ト
記
四
〜
五
章
、
申
命
記
三
四

章
〜
ヨ
シ
ュ
ア
記
一
章
、
列
王
記
略
上
一
〜

二
章
、
詩
篇
一
一
九
篇
、
雅
歌
二
〜
四
章

こ
こ
で
気
づ
か
さ
れ
る
点
は
、
申
命
記
の

終
章
か
ら
ヨ
シ
ュ
ア
記
の
冒
頭
に
か
け
て
は
、

モ
ー
セ
の
死
と
ヨ
シ
ュ
ア
に
よ
る
事
業
の
継

軽井沢の山荘

写真提供／　柿沼和夫氏

遺
さ
れ
た
聖
書
か
ら

承
、
列
王
記
略
上
の
初
め
は
、
ダ
ビ
デ
の
死

と
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
る
王
位
継
承
で
あ
る
。
大

い
な
る
者
の
死
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
受

け
継
ぐ
新
た
な
る
者
の
生
の
ド
ラ
マ
が
描
か

れ
て
い
る
。
雅
歌
は
名
高
い
愛
の
賛
歌
で
、

作
品
「
父
母
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
堀
辰
雄
は
、
川
端
の
軽
井
沢

の
別
荘
を
借
り
て
い
た
と
き
、
そ
の
家
に
あ

っ
た
川
端
の
聖
書
で
詩
篇
を
読
み
、『
風
立

ち
ぬ
』
の
中
の
「
死
の
か
げ
の
谷
」
を
書
い

た
と
い
う
。
川
端
の
別
荘
の
あ
る
あ
た
り
は

「
幸
福
の
谷
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

堀
は
「
幸
福
の
谷
」
で
「
死
の
か
げ
の
谷
」

を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
死
の
か
げ

の
谷
」
の
文
章
は
、
の
ち
に
川
端
の
作
品

「
地
」
に
引
用
さ
れ
た
。
ど
う
や
ら
、
川
端

文
学
の
生
と
死
と
愛
の
深
み
は
、
親
し
ん
だ

聖
書
と
の
つ
な
が
り
に
行
き
着
く
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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このコーナーでは、新共同訳聖書で今いちばん売れているもの、
隠れた人気の品目をご紹介します。

●型番NI 253 STUDY
●A5判
●608頁
●定価2,940円

ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
新
約
聖
書

わ
か
り
や
す
い
解
説
つ
き
聖
書

聖
書
を
よ
り
深
く
勉
強
し
た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

本
文
と
並
行
し
て
、
随
所
に
わ
か
り
や
す
い
解
説
が

つ
い
て
い
ま
す
。
今
、
最
も
売
れ
て
い
る
聖
書
で
す
。

●型番NIBT-NT
●サイズ105×71×27mm
●重量92g（電池込）
●定価13,860円

バ
イ
ブ
ル
ト
ー
ク
新
約
聖
書

携帯ラジオサイズの筐体に、なんと新約聖
書の朗読音声がすべて入っています。持ち
運べ、イヤホンでも聴けるので、いつでも
どこでもみ言葉を耳から味わえます。

●型番NI ART
●A5変形判
●528頁
●定価2,940円

ア
ー
ト
バ
イ
ブ
ル

新
共
同
訳
抜
粋

発
行
以
来
、
根
強
い
人
気
！
　
聖
書
本
文
の
抜
粋
と

と
も
に
世
界
の
名
画
が
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
豊
富
に
入

っ
て
、
旧
新
約
聖
書
の
物
語
を
味
わ
い
な
が
ら
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●型番NI 254 MK
●B6判
●480頁
●定価1,890円

キ
リ
ス
ト
の
言
葉

マ
ー
ク
つ
き
新
約
聖
書

新
約
聖
書
す
べ
て
の
書
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
言
葉

に
、
赤
い
マ
ー
キ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
一
目
で

み
言
葉
が
探
せ
る
便
利
な
聖
書
で
す
。

こんな聖書、ご存じでしたか？
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●ご注文方法

ご注文は、最寄りのキリスト教書店へお申し込みいただくか、巻

末のハガキを用いてご注文ください。なお、巻末ハガキによるご

注文は代金着払い（代引き）扱いとさせていただきますので、お

届け時に宅配便のドライバーに代金と手数料210円（税込）を合
わせてお支払いください（何冊のご注文でも手数料は同額です）。

ここに記載以外の製品も当協会のホームページ

http://www.bible.or.jp/online/
からご注文いただけます（荷造送料630円）。

●財団法人 日本聖書協会

〒104-0061 東京都中央区銀座4丁目5番1号　聖書館ビル
TEL.03-3567-1987 FAX.03-3567-4451
ホームページ　http://www.bible.or.jp
Ｅメール　distri@bible.or.jp
振替00160-2-18410（価格は消費税5％込）

●型番NIO 58
●A5判
●定価21,000円
※旧約続編つきNIO 58 DC
（22,050円）もあります。
※写真は続編つきです。

大
型
サ
イ
ズ
引
照
つ
き
革
装
聖
書

豪
華
な
本
革
装
で
引
照
つ
き
。
卓
上
で
じ
っ
く
り
と

聖
書
を
味
わ
い
、
学
び
た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。
ケ

ー
ス
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
書
棚
に
置
い
て
も
貫
禄

の
あ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。
五
十
冊
限
定
製

作
。
ご
予
約
承
り
中
。

●型番NI NIV 263 DI
●A5判
●744頁
●定価2,480円

N
I
V
／
新
共
同
訳

和
英
対
照
新
約
聖
書

世
界
で
最
も
普
及
し
て
い
る
英
語
訳
の
一
つN

e
w

International
V

ersion

と
の
対
照
。
日
本
語
は

総
ル
ビ
つ
き
で
す
。
い
ろ
ん
な
聖
書
を
読
み
合
わ
せ

す
る
と
、
意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●型番NI ATLAS
●サイズ235×255mm
●定価1,995円

聖
書
地
図
バ
イ
ブ
ル
ア
ト
ラ
ス

豪
華
な
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
聖
書
地
図
。
説
明
も
詳
し

く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
航
空
写
真
も
入
っ
て
い
ま
す
。

聖
書
研
究
の
補
助
教
材
と
し
て
お
勧
め
し
ま
す
。

●型番NI 53（RC）
●B6判
●定価3,990円
※旧約聖書続編つきNI 53 DC（RC）
（4,620円）もあります。

堅
表
紙
中
型
聖
書

新
共
同
訳
の
中
型
聖
書
は
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
装
と
革

装
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ロ
ス
装
丁
の
堅
い
表

紙
も
あ
り
ま
す
。
腰
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
の
で
、

教
会
備
え
付
け
や
書
棚
用
に
最
適
で
す
。

●型番NI 345（PK）
●A6判
●定価1,365円

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
新
約
聖
書

詩
編
つ
き
〈
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
〉

淡
い
ピ
ン
ク
の
品
の
よ
い
表
紙
に
十
字
架
の
金
箔
押

し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
型
な
の
で
、
結
婚
式
、
お

誕
生
日
、
受
洗
祝
い
、
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い
か
が
で
す
か
？
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“Refresh Church Bibles” Campaign

◆
本
誌
へ
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
葉
書
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
素
敵
な
『
絵
葉
書
セ

ッ
ト
』
を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
／info@

b
ib

le.or.jp

編
集
後
記

今
回
は
、
中
国
の
教
会
成
長
と
聖
書
普
及
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
日
本
と
中
国
と
の

国
交
は
、
六
〇
七
年
、
聖
徳
太
子
が
小
野
妹
子

を
国
使
と
し
て
送
り
出
し
た
遣
隋
使
に
よ
っ
て

開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
、
律

令
制
度
や
税
制
と
い
っ
た
政
治
制
度
、
仏
教
、

暦
、
天
文
、
地
理
、
音
楽
、
薬
学
な
ど
、
当
時

最
新
の
文
化
を
吸
収
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
関
係
は
随
か
ら
唐
、
宗
を
経
て
、
一
六
世
紀

半
ば
に
室
町
幕
府
と
明
と
の
勘
合
貿
易
が
途
絶

え
る
ま
で
続
き
、
日
本
の
文
化
形
成
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
は
長
江
文
明
や
黄
河
文
明
の
発
祥
以
来
、

悠
久
の
歴
史
を
有
し
、
他
民
族
や
他
国
か
ら
の

侵
略
、
支
配
を
た
び
た
び
受
け
、
国
の
興
亡
、

分
裂
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
無
神

論
を
核
と
す
る
支
配
体
制
下
に
あ
っ
て
、
キ
リ

ス
ト
教
が
か
く
も
目
覚
ま
し
く
普
及
、
成
長
し

て
い
る
の
は
、
人
々
が
多
大
な
犠
牲
を
払
い
な

が
ら
数
多
の
試
練
と
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

こ
と
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
長
い
歴
史
の
中

で
人
々
の
内
に
竹
の
よ
う
な
し
な
や
か
さ
と
強

さ
が
培
わ
れ
、
そ
れ
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で

日
本
の
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
の
実
状
を
振
り
返

る
と
き
、
再
び
中
国
に
学
ぶ
姿
勢
を
持
つ
べ
き

こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
共
に
成
長
す

る
た
め
に
、
信
仰
の
交
わ
り
が
豊
か
に
深
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

� お電話で担当者に聖書の種類と状態、冊数をお
伝えください。

� お引き取りする聖書と同じ冊数の新しい聖書を
ご購入いただきます（その送料は当協会負担）。

� 代金は、通常ご利用のキリスト教書店からご請
求いたします。

� 聖書が届いたら、古い聖書を当協会にお送りく
ださい（その送料だけご負担ください）。

★方法は

あなたの教会の聖書、
古くなっていませんか？

教会備え付け聖書リフレッシュ・キャンペーン

★詳しくは頒布部までお問い合わせください。

あなたの教会の聖書、
古くなっていませんか？

今、日本聖書協会では、あなたの教会の古くなった聖書をお取り替えするキャン

ペーンを実施しています。最近、「教会の聖書の表紙がボロボロになってきた」「会

堂を新しくするので、この機会に古い聖書も新しくしたい」とお感じのことはあり

ませんか？　聖書のお引き取りは20冊以上から承ります。リフレッシュ・キャンペ

ーンは常時行っております。どうぞお気軽にご相談ください。

TEL.03-3567-1987 FAX.03-3567-4451 Ｅメール：distri@bible.or.jp
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聖書図書館蔵書シリーズ 23

ジュネーブ聖書
The Geneva Bible

ロンドン
1599年刊

縦：23cm 横：18cm

イギリスでは、反宗教改革の意識の強かった女王

メアリーの即位（1553年）によって、人々は聖書
を読むことを禁じられ、プロテスタント主義者の著

作が禁書とされた。この迫害を逃れてジュネーブに

渡った学者たちの手によって翻訳された聖書。新約

聖書は1557年、旧約は1560年に完成した。
旧約は、実質的には原典ヘブライ語からの初めて

の英訳である。各章をさらに節に区分し、原典にな

い訳語はイタリック体で印刷した。また、ひげ文字

のゴシック体ではなくローマ活字を用い、これ以前

の聖書に比べて小型で価格も安く、地図や挿絵、多

くの欄外注がついている。

これはウィリアム・シェークスピア、ジョン・バ

ニヤンが用いたと考証される聖書であり、1611年
の欽定訳の発行までおよそ50年間、英国民の家庭
用聖書であった。また、アメリカに渡ったピューリ

タンたちが携えていき、広く大衆に普及した最初の

聖書である。
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